
２００２年１１月１７日（日）  （１） 

 
 

   

 

 

 

 

 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      発行：かすが会広報室 （ｔｅｌ・ｆａｘ：04-7154-6309 春田） 
Ｎｏ.24 

日本酒を愛する人の 
  

  

                        

平
成
十
四
年
七
月
七
日
（
日
）
午
後
一

時
、
我
孫
子
の
鈴
木
屋
本
店
で
約
四
十
名

が
参
加
し
て
、
本
年
度
の
第
二
回
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。
司
会
の
金
子
副
会
長
か
ら

企
画
テ
ー
マ
の
「
酒
と
食
文
化
・
胡
麻
油
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。 

次
い
で
森
口
名
誉
会
長
か
ら
、
ご
来
場

の
会
員
、
ご
出
品
頂
い
た
蔵
元
さ
ん
並
び

に
特
別
講
演
を
頂
く
油
茂
の
並
木
社
長

の
方
々
に
御
礼
が
あ
り
、
引
続
き
の
ご
支

援
依
頼
が
あ
っ
た
。 

春
日
や
中
村
社
長
は
「
ご

来
場
の
皆
様
へ
の
御
礼
と
、

本
日
は
こ
だ
わ
り
の
食
文

化
と
し
て
胡
麻
油
を
取
り

上
げ
る
が
次
回
は
味
噌
・
醤

油
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
本

物
の
食
材
を
見
る
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。
次
回
も
お
知

り
合
い
の
方
々
を
お
誘
い
あ
わ
せ
て
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

又
、
本
日
は
改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で
有
機
認

証
を
受
け
た
農
家
の
ト
マ
ト
を
用
意
し

ま
し
た
の
で
胡
麻
油
を
一
滴
掛
け
て
召

上
っ
て
見
て
下
さ
い
。
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

内
山
か
す
が
会
顧
問
は
「
混
沌
と
し
た

時
代
に
は
笑
顔
を
た
や
さ
な
い
事
が
大

事
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
日
本
酒
と
料

理
と
の
相
性
で
す
が
、
さ
っ
ぱ
り
系
に
は

香
り
の
あ
る
お
酒
を
冷
た
く
し
て
飲
む
。

こ
っ
て
り
系
の
料
理
に
は
純
米
と
か
古

酒
の
様
な
味
の
あ
る
お
酒
が
あ
い
ま
す
。

本
日
の
胡
麻
油
料
理
に
は
熟
成
さ
れ
た

味
の
あ
る
お
酒
と
合
わ
せ
て
飲
ん
で
見

て
下
さ
い
。
吟
醸
系
の
お
酒
と
合
わ
せ
る

場
合
に
は
料
理
に
レ
モ
ン
を
搾
っ
て
見

て
下
さ
い
。
胡
麻
油
の
セ
サ
ミ
ン
は
体
に

良
い
。
肝
機
能
を
高
め
る
効
果
や
活
性
酸

素
の
生
成
を
排
除
し
て
く
れ
る
」
と
挨
拶

さ
れ
た
。 

金
子
副
会
長
か
ら
「
会
員
の
皆
様
に
非

常
に
残
念
な
ご
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
牧
田
茂
顧
問
が
本
年
３
月
に

ご
逝
去
さ
れ
た
」
と
報
告
が
あ
り
全
員
で

一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。 

 

企
画
テ
ー
マ
「
こ
だ
わ
り
の
胡
麻
油
」

油
茂
製
油
の
並
木
社
長
か
ら
講
演
が
あ

っ
た
。
（
内
容
は
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

 

そ
の
後
、
ご
来
場
の
花
の
舞
酒
造
・
山

下
取
締
役
、
宮
城
酒
類
・
天
江
社
長
、
出

羽
桜
酒
造
・
黒
坂
氏
か
ら
夫
々
ご
挨
拶
と

出
品
酒
の
紹
介
が
あ
っ
た
。 

内
山
顧
問
の
乾
杯
で
懇
親
会
と
な
っ

た
。 

                     

  

平成１４年度第２回例会 

（報告） 

  

 

 

 

 

 

 

 

胡麻油料理に合うお酒として各蔵元さんから出品された純米酒、古酒など 

（４ページに出品酒リスト掲載） 

出羽桜酒造 黒坂氏    宮城酒類 天江社長    花の舞酒造 山下取締役 

こだわりの胡麻油で天ぷらを揚げる 
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十
一
月
の
例
会
企
画 

 
こ
だ
わ
り
の
食
文
化
（
二
） 

 
富
山
駅
か
ら
富
山
鉄
道
本
線

で
二
〇
分
の
と
こ
ろ
に
上
市
駅

が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
六
ｋｍ
、
緑

深
い
山
中
に
穴
の
谷
（
あ
な
ん
た

ん
）
霊
場
が
あ
る
。
こ
こ
の
霊
水

は
、
環
境
庁
名
水
百
選
に
選
ば
れ

る
と
共
に
古
来
か
ら
難
病
に
効

く
「
奇
跡
の
水
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
霊
水
を
求
め
全
国
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
る
。 

こ
の
霊
水
を
使
っ
て
こ
だ
わ
り
の
味

噌
・
醤
油
を
製
造
し
て
い
る
の
が
飯
田
醤

油
株
式
会
社
で
あ
る
。 

醤
油
は
、
江
戸
時
代
初
め
に
原
材
料
や

製
法
が
定
ま
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
の
物

資
不
足
時
に
、
脱
脂
加
工
大
豆
（
大
豆
油

を
搾
り
取
っ
た
残
り
か
す
）
を
ア
ミ
ノ
酸

分
解
し
た
「
化
学
醤
油
」
や
伝
統
製
法
で

は
一
年
以
上
か
か
る
工
程
を
四
ヶ
月
以

内
に
短
縮
し
た
「
半
化
学
醤
油
」
が
製
造

さ
れ
た
。
原
材
料
の
入
手
に
困
ら
な
く
な

っ
た
今
日
に
お
い
て
も
「
化
学
醤
油
」
や

「
半
化
学
醤
油
」
が
安
価
製
品
と
し
て
出

回
っ
て
い
る
の
は
困
っ
た
現
象
で
あ
る
。 

 

飯
田
醤
油
で
は
昔
な
が
ら
の
伝
統
製

法
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
大
豆
は
丸
大
豆

（
油
を
絞
っ
て
い
な
い
そ
の
ま
ま
の
大

豆
）
を
使
用
。
そ
れ
も
富
山
県
産
の
白
芽

大
豆
を
使
っ
て
い
る
。
大
豆
は
品
種
、
栽

培
方
法
、
収
穫
日
に
よ
り
品
質
が
決
ま
る

の
で
厳
し
く
選
別
し
て
い
る
。 

飯
田
醤
油
で
造
ら
れ
る
「
春
日
の
宴 

醤
油
」
は
、
一
年
か
け
醤
油
モ
ロ
ミ
を
造

り
そ
れ
を
搾
っ
た
も
の
を
仕
込
水
と
し

て
再
び
仕
込
ん
で
更
に
一
年
間
熟
成
さ

せ
た
再
仕
込
み
醤
油
で
あ
る
。
木
樽
で
二

年
間
寝
か
せ
て
造
ら
れ
た
醤
油
は
独
特

の
風
味
が
あ
る
。 

 

味
噌
に
お
い
て
も
脱
脂
加
工
大
豆
を

使
い
、
強
制
的
に
加
温
し
て
熟
成
を
早
め

二
ヶ
月
ほ
ど
で
製
品
化
さ
れ
た
大
量
生

産
品
が
出
回
っ
て
い
る
。
本
来
味
噌
は
、

一
年
熟
成
さ
せ
な
い
と
香
味
が
悪
く
色

も
付
か
な
い
が
、
速
醸
品
は
化
学
調
味
料

で
味
を
調
え
色
素
を
使
っ
て
色
付
け
し

て
い
る
。
昔
か
ら
の
天
然
醸
造
は
、
寒
に

仕
込
み
夏
の
高
温
で
熟
成
さ
れ
秋
か
ら

冬
に
製
品
化
さ
れ
る
。 

天
然
醸
造
の
「
春
日
の
宴
」
味
噌
は
、

そ
の
年
の
気
候
、
気
温
、
湿
度
な
ど
に
よ

り
異
な
り
毎
年
同
じ
製
品
と
な
ら
な
い
。

一
年
・
二
年
・
三
年
熟
成
品
が
あ
る
。 

                    

霊水仕込み 飯田醤油株式会

社 

穴の谷霊水は霊験あらたかな「奇跡

の水」と言われている。霊水を求め、

年間１５万人が訪れる 

「春日の宴」を醸造する飯田醤油（株）旧工場 

もろみ搾り機（ふね式） 

味噌の効用 

①ガン防止効果＝味噌に含まれる不飽和脂肪酸、イソフラボン、酵母、

乳酸菌の働きによる。 

②胃腸病防止効果＝胃腸の粘膜を保護する。 

③老化防止効果＝ビタミンＥ、ダイゼン、サポニンで体内酸化を防止。 

④消化促進効果＝消化酵素が含まれている。 

⑤毒素分解作用＝腸内腐敗菌や有害物を体外に送り出す。 

⑥タバコの害を防止＝ヤニで詰まったキセルにみそ汁を流し込むとヤニ

が取れることからタバコの有害分を除去する効果。 

みそ健康づくり委員会（全国味噌共同組合連合会）のＨＰより 「春日の宴」 味噌・醤油 
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こ
だ
わ
り
の
胡
麻
油 

 
油
茂
製
油
の
並
木
で
す
。
私
の
家
は
、

父
が
亡
く
な
っ
て
五
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
私
で
二
二
代
目
と
な
り
ま
す
。
製
油

を
始
め
て
三
五
〇
年
に
な
り
ま
す
。
胡
麻

油
の
メ
ー
カ
は
大
手
の
味
の
素
さ
ん
を

含
め
て
全
国
で
一
一
社
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
玉
絞
め
方
式
で
作
っ
て
い
る
の
は
私

共
と
も
う
一
社
、
全
国
で
二
社
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て

最
近
は
マ
ス
コ
ミ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
胡
麻
は
、
原
産
が
ア
フ
リ
カ

の
サ
バ
ン
ナ
地
帯
で
ナ
イ
ル
川
の
上
流

だ
そ
う
で
今
か
ら
五
千
年
位
前
か
ら
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
中
央
ア
ジ
ア

に
伝
わ
り
中
国
を
経
て
日
本
に
伝
わ
っ

た
。
伝
来
さ
れ
た
の
は
縄
文
時
代
で
お
米

と
同
じ
時
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

初
め
て
記
録
に
出
て
く
る
の
は
八
世
紀
、

大
宝
律
令
な
ど
で
当
時
は
貴
重
品
と
し

て
灯
明
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
食
用
と

し
て
は
鎌
倉
時
代
に
禅
僧
の
精
進
料
理

に
使
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
天
ぷ
ら
油
と

し
て
普
及
し
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
原
産
の

野
生
種
は
三
七
種
あ
り
、
そ
の
内
の
一
種

類
だ
け
が
食
用
と
し
て
改
良
さ
れ
ま
し

た
。
食
用
に
は
、
白
胡
麻
、
黒
胡
麻
、
茶

胡
麻
、
金
胡
麻
が
あ
り
ま
す
。
世
界
で
二

〇
〇
万
ト
ン
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が
黒

胡
麻
は
一
％
で
残
り
は
白
胡
麻
で
す
。
黒

胡
麻
は
日
本
、
中
国
、
東
ア
ジ
ア
の
み
で

消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
胡
麻
の
半
分
が
油

分
で
す
が
黒
胡
麻
よ
り
白
胡
麻
の
方
が

多
い
。
胡
麻
は
粒
の
ま
ま
で
は
絶
対
に
体

内
で
消
化
さ
れ
ま
せ
ん
。
栄
養
的
に
は
す

り
胡
麻
か
胡
麻
油
で
使
う
と
良
い
で
す
。

日
本
人
の
胡
麻
の
消
費
量
は
一
日
平
均

一
ｇ
で
す
が
、
米
国
で
は
一
〇
ｇ
を
摂
取

し
て
い
ま
す
。
大
さ
じ
４
杯
で
一
〇
ｇ
と

な
り
ま
す
。
胡
麻
は
、
ほ
と
ん
ど
が
輸
入

品
で
年
八
万
ト
ン
ほ
ど
輸
入
し
て
い
ま

す
。
自
給
率
は
〇
・
三
％
で
国
産
は
絶
滅

状
況
で
す
。
国
産
品
の
価
格
は
輸
入
品
の

一
〇
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
輸
入
は
八

〇
％
が
中
国
で
そ
の
他
ベ
ト
ナ
ム
、
ガ
テ

マ
ラ
な
ど
で
す
。 

 

胡
麻
の
栄
養
分
は
、
皮
の
部
分
は
カ
ル

シ
ウ
ム
、
鉄
分
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な

栄
養
素
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
で
細
胞
膜
の
酸

廃
す
る
の
を
防
止
す
る
。
リ
ノ
ー
ル
酸
は

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
排
除
す
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
元
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
マ
ラ

ソ
ン
の
選
手
は
二
千
四
百
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
を
消
費
し
ま
す
の
で
二
〇
〇
ｇ
の
ス

テ
ー
キ
を
二
〇
枚
分
取
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
胡
麻
は
一
〇
〇
ｇ
で
六
〇
〇
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
か
ら
四
〇
〇
ｇ
を
摂

取
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
油
の
作
り
方
を
説
明
し
ま
す
。 

胡
麻
は
中
国
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。

最
初
に
ふ
る
い
で
ゴ
ミ
を
除
去
し
、
大
き

な
釜
で
六
〇
ｋ
ｇ
の
原
料
を
一
時
間
か

け
て
焙
煎
し
ま
す
。
こ
の
作
業
で
油
の
色

や
香
り
が
一
〇
〇
％
決
ま
る
の
で
最
も

神
経
を
使
っ
て
い
ま
す
。
き
つ
ね
色
に
仕

上
が
っ
た
原
料
を
木
の
床
に
広
げ
て
冷

ま
し
ま
す
。
人
肌
に
な
っ
た
ら
す
り
胡
麻

状
に
砕
き
、
こ
し
き
に
入
れ
蒸
し
ま
す
。

蒸
し
上
が
っ
た
ら
金
輪
に
入
れ
玉
絞
め

機
に
装
填
し
ま
す
。
御
影
石
に
押
し
付
け

て
搾
油
し
ま
す
。
搾
ら
れ
た
油
は
和
紙
で

作
っ
た
筒
に
入
れ
自
然
沈
殿
で
ろ
過
し

ま
す
。
玉
絞
め
油
は
な
ぜ
良
い
か
と
言
い

ま
す
と
搾
る
圧
力
が
弱
い
か
ら
発
熱
が

抑
え
ら
れ
油
が
酸
化
し
に
く
い
か
ら
で

す
。
や
さ
し
い
油
、
や
わ
ら
か
い
油
が
出

来
上
が
り
ま
す
。
な
め
て
見
る
と
良
く
分

か
り
ま
す
。
圧
力
を
か
け
て
搾
っ
た
油
は
、

色
は
真
っ
黒
で
味
は
き
つ
い
感
じ
が
し

ま
す
。 

 

日
本
で
は
、
醤
油
・
味
噌
で
大
量
の
大

豆
を
使
い
ま
す
が
大
豆
に
は
一
〇
％
ほ

ど
油
を
含
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
油
は
醤

油
・
味
噌
造
り
に
は
不
要
で
す
の
で
薬
品

で
油
分
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
脱
色
、
脱
臭
、

脱
酸
処
理
を
行
い
食
用
油
と
し
た
の
が

サ
ラ
ダ
油
で
す
。
従
っ
て
原
料
が
大
豆
で

あ
ろ
う
が
菜
種
で
あ
ろ
う
が
多
少
品
質

が
悪
く
て
も
化
学
処
理
を
し
ま
す
の
で

サ
ラ
ダ
油
と
な
っ
て
し
ま
の
で
す
。 

サ
ラ
ダ
油
は
酸
化
が
早
い
の
で
一
度
使

っ
た
ら
固
め
て
捨
て
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
胡
麻
油
は
酸
化
し
に
く
い
の
で
継
ぎ

足
し
継
ぎ
足
し
で
使
え
ま
す
の
で
捨
て

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
談
） 
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「
春
日
や
」
が
株
式
会
社
に
！ 

 

平
成
十
四
年
十
月

一
日
付
で
有
限
会
社

春
日
や
酒
店
は
、
新

し
い
時
代
へ
の
対
応

と
経
営
基
盤
の
強
化

を
目
指
し
て
株
式
会

社
春
日
や
に
組
織
変

更
を
し
ま
し
た
。
取

締
役
会
長
に
中
村
国
夫
氏
が
、
代
表
取
締

役
社
長
に
中
村
靖
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

中
村
国
夫
氏
が
三
八
年
間
築
い
て
き
た

「
春
日
や
」
は
、
ご
長
男
に
託
さ
れ
新
し

い
感
性
で
社
業
発
展
が
図
ら
れ
ま
す
。 

 

１０
周
年
記
念
誌
「
酔
宵
良
」
に
中
村
国

夫
氏
は
開
店
当
時
の
様
子
を
「
昭
和
三
九

年
、
１６
号
沿
い
に
一
軒
の
酒
屋
を
か
ま
え
、

細
々
と
商
売
を
は
じ
め
ま
し
た
。
子
供
を

背
負
っ
て
の
配
達
も
し
ま
し
た
。
品
揃
え

を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
地
方
の

銘
柄
に
か
え
、
そ
の
販
売
の
難
し
さ
に
、

幾
度
と
な
く
壁
に
ぶ
ち
あ
た
っ
た
。・
・
・
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
春
日
や
酒

店
は
苦
難
を
乗
り
越
え
、
酒
の
専
門
店
と

し
て
発
展
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
四
月
に

新
装
オ
ー
プ
ン
し
現
在
の
店
構
え
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
本
物
の
食
文
化
を
追

求
し
更
な
る
発
展
が
図
ら
れ
ま
す
。 

清
酒
と
料
理
の
相
性 

 

七
月
例
会
時
に
内
山
顧
問
か
ら
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
「
清
酒
と
料
理
の
相
性
」

の
本
が
ハ
ギ
ジ
マ
出

版
か
ら
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。
著
者
は
ワ
イ
ン

総
合
研
究
所
、
渡
辺
正

澄
・
藤
原
正
雄
の
両
氏

で
ピ
タ
ピ
タ
理
論
の

持
論
者
。
内
山
顧
問
は
、

清
酒
の
専
門
家
と
し

て
技
術
的
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ピ
タ

ピ
タ
理
論
は
、
料
理
を

「
さ
っ
ぱ
り
系
」
「
中

間
系
」
「
こ
っ
て
り

系
」
に
分
類
し
こ
れ
に

合
う
清
酒
タ
イ
プ
と

飲
用
温
度
を
特
定
し

て
い
ま
す
。
（
右
の
表
を
参
照
方
） 

 

                            

編
集
後
記 

十
一
月
度
「
こ
だ
わ
り
の
食
文
化
」
は
、

日
本
の
食
文
化
を
形
成
す
る
調
味
料
で

「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
で
あ
る
「
味
噌
・
醤

油
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
原
型
は
飛

鳥
・
奈
良
時
代
の
「
醤
（
ひ
し
お
）
」
で

旨
味
の
原
点
で
あ
る
。
同
じ
原
材
料
を
使

い
な
が
ら
郷
土
の
気
候
風
土
や
生
活
・
文

化
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
半
面
、
食
生
活

の
西
洋
化
、
味
の
均
一
化
、
大
量
生
産
品

の
出
回
り
等
で
日
本
酒
と
共
通
の
問
題

点
を
抱
え
て
い
る
。 

春
日
や
店
内
に
「
暮
ら
し
の
手
帳
が
選

ん
だ
誠
実
な
食
品
」
と
い
う
冊
子
が
あ
る
。

特
売
品
の
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ピ
ン
ク
色
で

し
っ
と
り
と
し
た
食
感
の
ハ
ム
、
固
く
て

色
の
い
い
明
太
子
な
ど
添
加
物
だ
ら
け

の
食
品
や
偽
物
食
品
の
怖
い
話
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。 

「
春
日
や
」
が
、
酒
の
専
門
店
と
し
て

今
日
あ
る
の
は
本
物
を
見
極
め
、
郷
土
・

伝
統
食
品
を
守
っ
て
来
た
か
ら
と
認
識

し
て
い
る
。
私
た
ち
消
費
者
は
、
良
質
の

本
物
を
求
め
て
い
る
。 

今
後
も
春
日
や
は
「
本
物
」
の
発
信
基

地
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
ほ
ど
の
改
組

（
株
式
会
社
化
）
を
機
に
更
な
る
発
展
を

し
て
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 
 

（
Ｈ
） 

 さっぱり系 中間系 こってり系 

食材 カッパ巻き 

イカの刺身 

ホッキ貝 

アナゴ 

ネギトロ 

サバ 

調味料 

の割合 

ﾚﾓﾝ：醤油 

６：４ 

ﾚﾓﾝ：醤油 

５：５ 

ﾚﾓﾝ：醤油 

０：１０ 

清酒（温） 吟醸酒（冷） 本醸酒（常） 純米酒（燗） 

胡麻油料理に合うお酒として蔵元さんから出品された日本酒リスト
（１ページ写真の左から）

銘柄 蔵元のコメント（ご来場の蔵元さんのご挨拶やホームページなどから） 蔵元
雪漫々 ５年間氷点下で熟成した「さ１４５７号」と「さ１４５８号」です。 出羽桜酒造
陸羽１３２号　山廃自然米酒大正時代、当蔵周辺で栽培されていた陸羽１３２号を自然流で復活し常温熟成酒としました。刈穂酒造
天狗舞　山廃仕込純米酒 濃い山吹色を有し濃厚な香味と酸味の調和がとれた個性的な純米酒です。 車多酒造
秋田一水 長期低温発酵させた純米原酒。ぬる燗にも合う秋田湯沢「福小町」のお酒です。 木村酒造
麒麟　時醸酒 ２０００年４月上槽した山廃純米原酒で常温熟成した濃熟タイプの自信作です。 下越酒造
雪の松島　槽しぼり 宮城県が開発したマイ（米）酵母と「ひとめぼれ」で醸した特別純米酒です。 宮城酒類
枯山水 本醸造酒を３年間低温（－４℃）で熟成させたお酒です。お燗酒としても楽しめます。 出羽桜酒造
栄光冨士　生一本 美山錦を６０％精米し１０号酵母で醸した。幅の有る味わいで後味が良い純米酒です。 冨士酒造
完熟純米 ３年間熟成させた無ろ過純米吟醸で琥珀色の奥深い旨味のお酒です。 千代むすび酒造


